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【校訓】
明るく
正しく
たくましく

【生徒のみなさんへ】 一人で悩まず相談を！
校長室の相談です。秘密は守ります。
落ち込まないで発信しましょう。

【地域・保護者のみなさんへ】
荘内中学校では、生徒の活躍や様々な学校の方針等を随時、学校ホーム
ページで紹介しています。ぜひご覧ください。

荘内中の取組を
紹介するため生
徒会がXで配信
しています。

【生徒のみなさんへ】
２年生が人権探求学習のプレゼン集会を開催し、クラス代

表のグループが１年生や地域、保護者の方に学習成果を発表
しました。
中学校入学以降、プレゼン集会は何度も行っています。２

年生もどんどんプレゼン力を身につけていってますね。１０
月にはエナジードサミットや校内プレゼンコンテストの応募
があります。今後もプレゼン力を高めていきましょう。
「課題に対して考え、解決策を提案していく」こういう力

が今後の社会で必要です。

２０２４

【生徒のみなさんへ】
３年生が自分たちで進路学習を進めたいと、高校入試について
の授業を企画実施しました。
高校入試についてのクイズをカフートで行ったり、岡山県教育
委員会の県立高校ナビの使い方を説明していました。
このほか、道徳の授業をしたいとか、いろいろな具申が出てい
ます。
みんなの生活や学習を高めるために、挑戦したいことを提案す
るって素晴らしいですね。学校を創るのは生徒のみなさんです。

【生徒のみなさんへ】
コロナの社会が収束して１年以上たちました。社会全体で脱マスクがはじまって１年以上。しかし、

未だに一部の人たちは、マスクを着用した生活をしています。まだ常時マスクしている人はどんな気持
ちから続けているんだろう？疑問を持ち続けています。夏季を迎え、さらに心配もプラスされます。外
国人は口元でコミュニケーションするのでマスクが嫌いだそうです。
マスクは便利です。感染対策（義務はありません）とともに、顔が見られない安心感もあります。今

の若い人たちは人の表情を見ながら接することをマスクによって疎外された３年間があるので、将来的
に大きな影響が出るかもしれないといわれています。通常よりは脳へ送られる酸素供給量も少ないので
成長しにくくなっているともいわれます。マスクはいつまで？
とりあえず、運動の時にはマスクは外しましょう。熱中症は本当に怖いです。また、酸素不足にもな

ります。自分で判断して適切に生活しましょう。


